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中
学
生
が
市
議
会
を
模
擬

体
験
す
る
﹁
中
学
生
議
会
﹂

が
、
10
月
26
日
に
市
役
所
議

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
学
生
議
会
は
、
自

分
た
ち
が
住
む
香
取
市
を
よ

り
良
い
街
に
す
る
た
め
に
、

市
議
会
が
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
か
を
体

験
し
、政
治
を
身
近
に
感
じ
、

社
会
問
題
に
か
か
わ
る
と
い

う
気
持
ち
を
養
う
目
的
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
市
内
8
校
の
代

表
と
し
て
参
加
し
た
中
学
生

議
員
31
人
は
、
現
職
の
田
山

議
長
が
進
行
を
務
め
る
中
、

本
番
さ
な
が
ら
の
議
会
に
臨

み
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
緊
張
し
た
雰
囲

気
の
中
、
議
長
の
開
会
宣
言

で
始
ま
り
、
16
人
の
中
学
生

議
員
が
、
自
分
た
ち
の
目
線

や
生
活
の
中
で
感
じ
た
疑
問

を
取
り
上
げ
、
地
域
の
現
状

と
将
来
の
香
取
市
に
つ
い
て

市
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
質
問
に
立
た
な

か
っ
た
中
学
生
議
員
も
、
市

側
の
答
弁
を
一
言
一
句
聞
き

逃
さ
ず
、
真
剣
に
メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
後
、
宇
井
市
長

は
、
こ
の
地
域
の
将
来
を

背
負
っ
て
い
く
生
徒
た

ち
に
、﹁
立
派
な
態
度
で

し
た
。
一
人
ひ
と
り
が

し
っ
か
り
と
し
た
目
標

を
持
っ
て
勉
学
に
励
ん

で
欲
し
い
。
一
緒
に
香
取

市
を
支
え
る
た
め
に
協

力
し
合
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
﹂
と
激
励
し

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課☎

（50）
1
2
3
9

循環バスの利便性向上…小見川
区循環バスを運行することで、
どのくらいの人々がどのような
恩恵を受けられるのか

平山盾
じゅん

矢
や

 議員（香取中）
駅前の商店街の今後…香取市と
して商業の振興という点から、
駅前商店街の今後について具体
的な支援策はあるのか

宮本和
い

泉
ずみ

 議員（佐原第五中）

香取市の都市農村交流…さわら
の道の駅を活用し、香取に定住
してくれる人の生活を支える具
体的な対策はあるのか

香取誠
せい

子
こ

 議員（香取中）
小中学校の統合…今後の小中学
校の統合計画と、そのメリット
やデメリットについてどのよう
なことがあるか

片野美
み

咲
さき

 議員（佐原第五中）

佐原区の給食…佐原区はトレー
形の食器と先割れスプーンを
使っている。他の地区と同じよ
うなものに変える予定はあるか

香取千
ち

秋
あき

 議員（佐原中）
バリアフリー社会の視点に立っ
たまちづくり…バリアフリー社
会の視点に立ったまちづくりを
具体的に行っているのか

小林千
ち

夏
なつ

 議員（佐原第三中）

市民が気軽に運動できる施設…気
軽にスポーツや、高齢者が軽い運
動ができる施設があると健康増進
に役立つと思う。計画はあるのか

香取市の高齢化対策…高齢化社
会を迎えるにあたり、どのよう
なビジョンを持ち、どのような
対策を現在進めているのか

鈴木政
まさ

義
よし

 議員（佐原第三中）

小見川図書館の充実…蔵書数を
増やし、パソコンなどで簡単に
蔵書を検索できるしくみや、学
習環境の整備を検討してほしい

佐藤聡
さと

美
み

 議員（小見川中）
人口の減少を抑止する、または
増加を図るなどの積極的な取り
組み…公共交通網整備による利
便性の向上や企業誘致による就
業促進など、人口増加を図る取
り組みが必要ではないか

菅
す

井
がい

彩
あや

佳
か

 議員（栗源中）

道の駅水の郷さわら…道の駅水
の郷さわらの特色と完成後に見
込まれる入場客数やその経済効
果は

高橋大
たい

我
が

 議員（小見川中）
安全な登下校のための歩道の設
置や拡張…私たちが安全に登下
校できるよう歩道の設置や拡張
などの整備ができないか

畔
あ

蒜
びる

和
かず

寿
とし

 議員（栗源中）

統廃合した学校施設の使い道…
統廃合した場合、たくさんの学
校施設はどのように使用される
のか。また、現在の利用状況は

飯田真
なお

友
と

 議員（新島中） 日
く

下
さか

部
べ

佳
か

奈
な

 議員（山田中）

香取市の地震対策…大地震が起
きた場合、どのような備えがあ
るのか。学校が避難所となった
場合、勉強を続けていけるのか

須田雄
ゆう

太
た

 議員（新島中）
香取市のエコ対策…どのような
エコ対策に取り組んでいるの
か。また、将来どのような取り
組みを予定しているのか

鈴木達
たつ

也
や

 議員（山田中）

現在、そして未来へ

中学生が
市に提言生徒16人

香取市のインフルエンザ対策…
市民の健康安全を守り安心して
暮らすために、どのような対策
や取り組みがされているか

福石晃
こう

一
いち

朗
ろう

 議員（佐原中）

元気と笑顔があふれるまち

▲議会体験を終え笑顔の中学生議員たち



広報 22009年（平成21年）11月15日 【市の財政状況】

　特別会計は、特定の収入をもって事業を行う場合に、一般会計
と分けて経理する会計です。平成20年度は10会計となります。

　公営企業会計は、民間企業と同じような経営をしている事業の
会計で、水道事業と簡易水道事業の₂会計があります。

※不足額は損益勘定留保資金等で補てんしました。会計ごとに1万円未満を四

捨五入しているため、合計が一致しない場合があります

会　計
国民健康保険事業
老人保健事業
介護保険事業
居宅介護サービス事業
農業集落排水事業
観光事業
下水道事業
土地取得事業
火葬場事業
後期高齢者医療事業

合計

歳  入
102億   56万円

7億1,359万円
40億8,584万円
1億1,202万円
2億  545万円

8,079万円
26億1,244万円

990万円
1億  370万円
6億2,918万円

187億5,347万円

歳  出
97億8,363万円
7億1,304万円

40億7,017万円
1億1,202万円
2億  495万円

8,079万円
26億  958万円

990万円
9,852万円

6億2,705万円
183億  965万円

差引額
4億1,693万円

55万円
1,567万円

0万円
50万円
0万円

286万円
0万円

518万円
213万円

4億4,382万円
※会計ごとに1万円未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります

会　計

水道事業
　　　収益的

　　　　　　　資本的

簡易水道事業
　収益的

　　　　　　　資本的
合計

収  入
21億1,045万円
13億9,675万円
1億1,186万円

3,206万円
36億5,112万円

支　出
18億6,737万円
22億  783万円
1億1,515万円

6,159万円
42億5,194万円

差引額
2億4,308万円

▲8億1,108万円
▲329万円

▲2,953万円
▲6億   82万円

平成20年度末
市債残高

484億
5,516万円

予算額　　302億5,906万円
収入済額　137億　614万円（執行率45.3％）
支出済額　105億6,996万円（執行率34.9％）

水道事業債
94億7,045万円(19.5%)

総務債
61億513万円(12.6%)

教育債
43億419万円(8.9%)

土木債
29億5,364万円(6.1%)

衛生債ほか
114億6,829万円(23.7%)

簡易水道事業債
13億1,632万円(2.7%)

下水道事業債
91億6,504万円(18.9%)

農業集落排水事業債ほか
18億9,781万円(3.9%)

市民₁人当たりの市債残高

会　　計
国民健康保険事業
老人保健事業
介護保険事業
居宅介護サービス事業
農業集落排水事業
観光事業
下水道事業
土地取得事業
火葬場事業
後期高齢者医療事業

合計

予算額
102億  505万円

1,769万円
42億  796万円
1億  700万円
2億  700万円

8,350万円
30億4,379万円

24万円
9,826万円

6億2,399万円
185億9,447万円

収入済額
38億8,062万円

173万円
16億3,026万円

2,057万円
1,720万円
5,543万円

1億4,828万円
1万円

3,028万円
2億  927万円

59億9,364万円

執行率
38.0%
9.8%
38.7%
19.2%
8.3%
66.4%
4.9%
4.2%
30.8%
33.5%
32.2%

執行率
44.7%
28.9%
42.1%
53.5%
46.1%
60.9%
44.5%
0.0%
47.6%
20.2%
43.4%

支出済額
45億6,533万円

511万円
17億7,341万円

5,721万円
9,540万円
5,087万円

13億5,572万円
0万円

4,673万円
1億2,596万円

80億7,572万円

建　物

304,264㎡

土　地

2,225,985㎡

車　両

173台

基　　金　68億9,971万円
有価証券　　　　126万円
出 資 金　　　7,113万円

市 税

公 債 費

県支出金

地方交付税

市 債

そ の 他

国庫支出金

諸 収 入

繰 入 金

地方譲与税

地方消費税
交 付 金

繰 越 金

総 務 費

教 育 費

そ の 他

衛 生 費

土 木 費

民 生 費

農 林
水産業費

消 防 費

14億4,484万円
 7億  301万円（48.7%）

87億7,708万円
51億6,077万円（58.8%）

73億1,369万円 
54億9,088万円（75.1%）

40億9,700万円
　        0万円（0.0%）

35億3,648万円
 6億  242万円（17.0%）

16億8,511万円
 2億4,751万円（14.7%）

 8億4,417万円
 2億4,983万円（29.6%）

 7億1,000万円
 4億7,261万円（66.6%）

 6億2,854万円
 6億2,854万円（100.0%）

 4億5,300万円
 1億5,057万円（33.2%）

76億6,549万円
27億5,525万円（35.9%）

 8億8,253万円
 4億  131万円（45.5%）

48億5,270万円
16億3,237万円（33.6%）

35億6,717万円
16億2,648万円（45.6%）

35億5,954万円
 4億1,607万円（11.7%）

32億4,320万円
13億8,032万円（42.6%）

31億8,598万円
12億8,527万円（40.3%）

18億  107万円
 8億1,618万円（45.3%）

15億  138万円
 2億5,671万円（17.1%）

歳出上段：予算額
下段：収入済額（執行率）

上段：予算額
下段：支出済額（執行率）歳入

※会計ごとに₁万円未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります

（₄月～₉月）

特別会計

市債の状況

企業会計

市の財産

56万4,482円

計画総額

322,500
2,660

45,550
35,900

406,610

  計画
83,500

420
14,790
8,200

106,910

  実績
99,600
1,050
16,890
2,400

119,940

  差
16,100

630
2,100

▲5,800
13,030

項目

普通会計
集落排水
下水道
水道
合計

 進捗率
30.9%
39.5%
37.1%
6.7%

29.5%

■行政改革推進効果（単位：万円）
平成19～20年度

水道事業

簡易水道
　事業

  予算額
21億1,735万円
12億2,448万円
1億1,069万円

3,336万円
34億3,017万円

  執行額
8億2,189万円
1億8,940万円

2,669万円
84万円

10億3,882万円

執行率
38.8％
15.5％
24.1％
2.5％

30.3％

執行率
24.9％
32.6％
22.6％
39.2％
28.9％

  予算額
19億7,503万円
21億2,151万円
1億1,616万円

7,198万円
42億8,684万円

  執行額
4億9,153万円
6億9,209万円

2,620万円
2,824万円

12億3,805万円

収益的
資本的
収益的
資本的

会　　計
支　　出収　　入

※会計ごとに₁万円未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります
合計

農林水産債
9億9,854万円

(2.1%)

民生債
7億7,575万円

(1.6%)

 7億6,915万円
 　　　 0万円（0.0%）

公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還

�

（
借
換
）
の
進
捗
状
況

　

市
で
は
、
金
利
5
％
以
上

の
政
府
系
資
金
の
地
方
債
に

繰
上
償
還
︵
借
換
︶
を
実
施

し
、
低
金
利
で
借
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
支
払
利
子
を

減
少
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
3
月
ま
で
実
施

し
た
内
容
は
、
計
画
額
56
億

2
9
0
0
万
円
に
対
し
、
38

億
5
5
8
3
万
円
で
、
支
払

利
子
の
総
額
が
9
億
9
1
4

万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

今
後
、平
成
22
年
3
月
に
、

残
り
の
繰
上
償
還
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
繰
上
償
還
の
条
件

と
し
て
、人
件
費
︵
職
員
数
︶

の
削
減
、
物
件
費
の
削
減
、

使
用
料
・
維
持
管
理
費
の
適

正
化
︵
事
業
会
計
︶、
未
収

金
徴
収
対
策
の
強
化
︵
事
業

会
計
︶
な
ど
、
行
政
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。

■繰上償還額と借換影響額の実績（単位：万円）

計画

112,600
6,800

241,200
202,300
562,900

平成20年
₃月

5,161
383

67,869
57,566
130,979
23,456

平成20年
₉月

7,886
2,359

32,374
23,550
66,169
15,075

合計

67,401
3,894

152,714
161,574
385,583
90,914

普通会計
集落排水
下水道
水道
合計

繰上償還額

支 払 利 子 減 少 額 

進捗率

59.9%
57.3%
63.3%
79.9%
68.5%

項　　目 平成21年
₃月

54,354
1,152

52,471
80,458
188,435
52,383

支払利子
9億914万円

平成21年度上半期
予算執行状況

一般会計

公営企業会計

特別会計

減少



� 広報 2009年（平成21年）11月15日【市の財政状況】

市の財政状況を公表

　一般会計決算額は、歳入総額で283億1,175万円、
歳出総額で274億3,991万円となり、歳入歳出差引
き額は8億7,184万円となります。

　市では、毎年₅月と11月に市の財
政事情を公表しています。今回は平
成20年度決算の概要と平成21年度上
半期（₄月₁日～₉月30日）の予算
執行状況をお知らせします。
問い合わせ　財政課　☎(50)1207

一般会計歳出総額

一般会計
市民1人当たりの

市税負担額

市税

民生費

総務費

教育費

消防費

農林水産業費

商工費ほか

諸収入

市債

繰越金

分担金、負担金

地方交付税

地方消費税交付金

地方譲与税ほか

県支出金

国庫支出金

歳入
283億
1,175万円

歳出
274億

3,991万円

差引額
8億7,184万円

決算額

75億6,815万円
(26.7%)

95億1,548万円
(33.6%)

8億7,397万円(3.1%)

6億3,656万円(2.3%)

5億4,949万円(1.9%)

7億3,746万円(2.6%)

31億7,496万円
(11.2%)

22億3,276万円(7.9%)

13億4,736万円(4.8%)

16億7,556万円(5.9%)

31億5,795万円(11.5%)

72億7,106万円
(26.5%)

47億5,416万円
(17.3%)

7億1,690万円(2.7%)

17億8,007万円(6.5%)

9億7,265万円(3.5%)

（高齢者、障害者、児童福祉などに）

（市の事務費などに）

（学校整備、社会教育などに）

土木費

25億5,804万円(9.3%)
（道路や公園などの整備に）

公債費

32億3,630万円(11.8%)
（借りたお金を返すために）

衛生費

29億9,278万円(10.9%)
（健康づくりやごみ処理費などに）

（消防活動費などに）

（農業や畜産、林業の振興などに）

（市民税、固定資産税など）

274億3,991万円

11万�851円 歳入 歳出 市民1人当たりの
行政経費 31万9,663円

（　）内は各税目ごとの決算額

　

平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ

き
、
健
全
化
判
断
比
率
を
算

定
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の

比
率
で
早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
り
、﹁
健
全
段
階
﹂
に

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
の
経
営

の
健
全
化
を
示
す
資
金
不
足

比
率
は
、
平
成
20
年
度
決
算

で
資
金
不
足
を
生
じ
た
公
営

企
業
は
な
く
、
本
比
率
の
該

当
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

︻
各
項
目
の
解
説
︼

実
質
赤
字
比
率　

一
般
会
計

な
ど
を
対
象
と
し
た
実
質
赤

字
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率　

市
の

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
額
、
ま
た
は
資
金
の
不

足
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率

実
質
公
債
費
比
率　

一
部
事

務
組
合
を
含
め
た
、
一
般
会

計
な
ど
が
負
担
す
る
元
利
償

還
金
と
準
元
利
償
還
金
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

将
来
負
担
比
率　

一
部
事
務

組
合
や
第
三
セ
ク
タ
ー
を
含

め
た
、
一
般
会
計
な
ど
が
将

来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負

債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率

資
金
不
足
比
率　

公
営
企
業

ご
と
の
資
金
不
足
額
の
事
業

規
模
に
対
す
る
比
率

︻
用
語
解
説
︼

標
準
財
政
規
模　

国
県
補
助

金
な
ど
の
特
定
財
源
を
控
除

し
、
地
方
税
や
普
通
交
付
税

な
ど
の
通
常
経
常
的
に
収
入

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
一
般
財
源

の
額

準
元
利
償
還
金　

公
営
企
業

債
や
一
部
事
務
組
合
が
起
こ

し
た
地
方
債
の
償
還
に
充
て

ら
れ
た
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
、
負
担
金
お
よ
び
補
助

金
な
ど

健
全
化
判
断
比
率
、

�

資
金
不
足
比
率
を
公
表

■本市の健全化判断比率
項　目

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

健全化判断比率
－
－

 12.0
132.7

早期健全化基準
  12.54
  17.54
 25.0
350.0

財政再生基準
 20.00
 40.00
35.0

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、黒字の場合「－」で表記

単位:％

■本市の資金不足比率
会計名

農業集落排水事業
観光事業

下水道事業
水道事業

簡易水道事業

資金不足比率
－
－
－
－
－

経営健全化基準

20.0

※「資金不足額」が黒字の場合「－」で表記

単位:％

お財布の中身は？
平成20年度決算の概要

民生費
8万4,705円

総務費
5万5,384円

公債費
3万7,701円

教育費
3万6,789円

衛生費
3万4,864円

土木費
2万9,800円

消防費
2万  737円

農林水産業費
1万1,331円

商工費ほか
8,352円

市民税
5万   304円
(43億1,809万円)

固定資産税
4万6,333円
(39億7,722万円)

都市計画税
6,465円
(5億5,495万円)

市たばこ税
5,854円
(5億  252万円)

軽自動車税ほか
1,895円
(1億6,270万円)

　市民1人あたりの金額は、平成21年₄月₁日現在の人口、
85,840人を基に計算しています。
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N

凡　例

都市拠点

商業核（コミュニティ型）

観光交流核

商業核（広域型）

産業拠点

定住核

地域の生活サービス核

主な公園

観光交流拠点

都市活性化拠点

都市連携軸（道路）

生活サービス区間

沿道利用検討区間

地域連携軸（道路）

地域の生活道路

地域の主要な道路

都市連携軸（鉄道）

都市連携軸（利根川）

河川

農村集落地等のエリア

ゴルフ場

地区拠点

佐原駅
佐原駅 香取駅香取駅

水
郷
駅

小見川駅

十
二
橋
駅

十
二
橋
駅

大戸
駅

JR
鹿
島
線

JR
鹿
島
線

JR
成
田
線

香取市役所周辺香取市役所周辺

与田浦周辺与田浦周辺

横利根閘門横利根閘門

水の郷さわら水の郷さわら

本宿耕地地区本宿耕地地区

香取神宮周辺香取神宮周辺

佐原香取IC周辺佐原香取IC周辺

ふれあい公園周辺ふれあい公園周辺

佐原駅南口周辺佐原駅南口周辺

佐原公園佐原公園
小野川周辺小野川周辺

小見川城山
公園周辺

野田・本郷
地区周辺

阿玉台地区周辺

小見川工業
団地周辺

まほろばの里
案内所周辺

大関地区

栗源運動広場周辺

府馬地区周辺

橘ふれあい
公園周辺

鳩山地区の
観光農業施設

府馬の大クス周辺

山田区
事務所周辺

（都
）仁井

宿与
倉線

（都
）仁井

宿与
倉線

佐原市街地環状道路佐原市街地環状道路

与田浦

小
野
川

国道
356

号バ
イパ
ス

国道
356

号バ
イパ
ス

国道
356

号
国道

356
号

国
道
5
1
号

東関東自動車道

(主
)佐
原
八
日
市
場
線

( 主 )
成田小

見川鹿
島港線

交流促進連絡
道路

小見川市街地環状道路

黒部川

利
根
川

(主
)旭
小
見
川
線

国
道
356
号
バ
イ
パ
ス

国
道
356
号
バ
イ
パ
ス

国
道
356
号

国
道
356
号

香取
市横
断幹
線道
路

(主
)佐
原
椿
海
線

( 主
) 佐
原
山
田
線

東総有料道路

高萩 PA

(
主
)
佐
原
八
日
市
場
線

栗山川ふれあいの里公園栗山川ふれあいの里公園

栗源区事務所・
岩部交差点周辺
栗源区事務所・
岩部交差点周辺

道の駅くりもと
周辺
道の駅くりもと
周辺

小見川河川敷運動公園小見川河川敷運動公園

くろべ運動公園周辺くろべ運動公園周辺

　

20
年
先
︵
平
成
39
年
︶
の

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
と

す
る
﹁
香
取
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
の
地
域
別
構
想

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
地
域

別
構
想
は
、﹁
全
体
構
想
﹂
を

も
と
に
、
地
域
の
将
来
の
ま
ち

の
姿
と
地
域
づ
く
り
の
方
針
に

よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
地
域
の
将
来
像

と
将
来
構
造
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

地
域
別
構
想

　

地
域
別
構
想
は
、
香
取
市
の

変
遷
な
ど
を
踏
ま
え
、
佐
原
地

域
、
小
見
川
地
域
、
山
田
地
域
、

栗
源
地
域
の
4
つ
の
地
域
で
作

成
し
ま
し
た
。

地
域
の
将
来
像
と
将
来
構
造

　

全
体
構
想
お
よ
び
地
域
の
特

性
、
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、
地

域
の
将
来
像
と
将
来
構
造
を
設

定
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
将
来
構
造
は
、
全
体

構
想
に
お
け
る
将
来
都
市
構
造

を
基
に
、
地
域
内
を
結
ぶ
主
な

道
路
、
地
域
の
潤
い
を
創
出
す

る
河
川
、
憩
い
の
場
と
な
る
主

な
公
園
お
よ
び
農
村
集
落
地
な

ど
の
生
活
を
支
え
る
身
近
な
商

業
業
務
機
能
の
立
地
す
る
、
ま

た
は
、
立
地
を
可
能
と
す
る
道

路
沿
道
を
生
活
サ
ー
ビ
ス
区

間
、
駅
周
辺
を
生
活
サ
ー
ビ
ス

核
と
し
て
配
置
し
、
描
い
て
い

ま
す
。

地
域
づ
く
り
の
方
針

　

各
地
域
の
将
来
像
と
将
来
構

造
を
実
現
し
て
い
く
方
針
を
、

﹁
土
地
利
用
﹂﹁
交
通
環
境
﹂﹁
自

然
環
境
、
歴
史
的
資
源
、
景
観
﹂

﹁
生
活
環
境
﹂
の
分
野
で
整
理

し
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
の
将
来
像
と
将
来
構

造
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
の
方
針

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
都
市

計
画
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課　

☎
（50）
1
2
1
4

【行政情報】

香
取
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

地
域
別
構
想
案

　北総地域の中心として発展してきた都市の変遷、
また、これまで受け継がれてきた「自然環境」「歴史・
文化資源」「風土」を活かしながら、新たな機能の
集積を図り、香取市の居住、交流の中心としての地
域づくりを目標とします。

　豊かな自然環境や地域資源、恵まれた交通
環境を活かし、香取市の新たな交流と活力を
生み出す地域づくりを目標とします。

　最先端農業や環境にやさしい循環型エネル
ギーなど、新しい技術の導入や産業の誘導を図
り、全国のモデルとなるような新たな地域の形
成を目指すとともに、自然や農業にふれあえる
交流の場としての地域づくりを目標とします。

　豊かな自然環境の中で
農業を中心とした交流の
あるまちづくりを目指し
ます。また、成田国際空
港に近接する利便性を活
かした産業の誘導を目標
とします。

佐原地域の将来像

小見川地域の将来像

山田地域の将来像

栗源地域の将来像

歴史、文化を活かした交流と
　　にぎわいのあるまち　佐原

水と緑に囲まれ、
　　新たな交流・活気を生み出すまち　小見川

自然、農業、生活が共生し、
　　新たな交流が生まれるまち　山田

農業と新たな活力の
　　調和したまち　栗源

第₃回地域別懇談会開催
◇11月28日㈯
　10時〜　山田公民館視聴覚室
　14時〜　栗源公民館講堂
◇11月29日㈰
　10時〜　小見川社会福祉センター研修室
　14時〜　佐原中央公民館視聴覚室

　

宇
井
市
長
を
会
長
と
す

る
、
一
般
国
道
51
号
整
備

促
進
期
成
同
盟
、
一
般
国

道
3
5
6
号
整
備
促
進
期

成
同
盟
、
県
道
成
田
小
見

川
鹿
島
港
線
整
備
促
進
協

議
会
は
合
同
で
、
10
月
29

日
に
国
会
議
員
、
国
土
交

通
省
、
財
務
省
な
ど
の
関

係
機
関
へ
、
本
市
に
と
っ

て
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ

る
本
路
線
の
整
備
促
進
を

要
望
し
ま
し
た
。

国
道
51
号
、
国
道
3
5
6
号
、
県
道
成
田
小
見
川
鹿
島
港
線

前
原
国
土
交
通
大
臣
に
整
備
促
進
を
要
望

　

特
に
、
国
土
交
通
省
で

は
谷
田
川
衆
議
院
議
員
と

と
も
に
、
前
原
国
土
交
通

大
臣
に
面
会
し
、
慢
性
的

な
渋
滞
の
解
消
、
バ
イ
パ

ス
整
備
な
ど
、
安
全
・
安

心
、
快
適
な
道
路
整
備
の

必
要
性
や
地
域
の
実
情
を

動
画
を
用
い
て
詳
細
に
説

明
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課 

☎
（50）
1
2
6
2
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Ｊ
Ｒ
佐
原
駅
の
1
日
あ
た
り

の
乗
降
客
数
は
、
約
6
4
0
0

人
で
、
市
内
Ｊ
Ｒ
駅
利
用
者
の

約
6
割
を
占
め
、
通
勤
・
通
学

な
ど
市
民
の
日
常
生
活
を
支
え

る
基
盤
と
し
て
、
ま
た
、
来
訪

者
を
出
迎
え
る
市
の
玄
関
口
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
市
の
活
性
化
や
観

光
客
な
ど
の
交
流
人
口
の
増
加

を
図
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
Ｊ

Ｒ
佐
原
駅
舎
を
改
築
し
、
駅
舎

内
に
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
は
、
現
在
の
駅
舎
を
使

い
な
が
ら
進
め
て
い
く
た
め
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
整
備
方
針
・
駅
舎
デ
ザ
イ
ン

　

こ
れ
ま
で
、
学
識
経
験
者
や

地
域
関
係
団
体
な
ど
か
ら
意
見

を
い
た
だ
き
、
整
備
方
針
や
駅

舎
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
た
結

果
、
佐
原
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言

え
る
小
野
川
周
辺
の
町
屋
を
再

現
し
た
駅
舎
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

と
と
も
に
、
居
心
地
の
良
い
空

間
づ
く
り
と
、
駅
舎
全
体
に
つ

い
て
、
誰
も
が
使
い
や
す
い
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮

し
た
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
映
像
な
ど

に
よ
り
市
内
文
化
観
光
施
設
・

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
各
種
情

報
を
常
時
発
信
す
る
ほ
か
、
郷

土
芸
能
の
披
露
や
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
客

や
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

サ
ロ
ン
的
な
空
間
と
し
て
整
備

し
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
内
に
多
目

的
機
能
ト
イ
レ
併
設
の
公
衆
ト

イ
レ
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

ス
ロ
ー
プ
の
設
置
や
音
声
案
内

も
整
備
し
ま
す
。

■
事
業
の
効
果

　

市
で
は
、
本
事
業
の
実
施
に

よ
り
、
市
の
玄
関
口
・
市
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
と
快
適
な
空
間
を
創

出
し
、
都
市
の
魅
力
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
の

き
っ
か
け
に
つ
な
が
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

■
事
業
費

　

概
算
総
事
業
費
は
約
6
億
円

で
、
う
ち
市
が
約
5
億
1
千
万

円
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
約
9
千
万

円
を
負
担
し
ま
す
。
市
の
財
源

と
し
て
は
、
国
の
交
付
金
な
ど

を
活
用
し
、
一
般
財
源
の
負
担

軽
減
を
図
り
ま
す
。

■
整
備
の
概
要

◇
佐
原
駅
舎
・
観
光
交
流
拠
点

整
備
工
事

・
構
造　

木
造
平
屋
建
て

・
建
物
延
床
面
積　

6
2
3
・
8 

8
㎡
︵
う
ち
、
市

施
設
：
1
5
9
・
7 

4
㎡　

Ｊ

Ｒ
施
設
：
4
6
4
・
1 

4
㎡
︶

・
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

平
成

21
年
11
月
～
平
成
23
年
3
月

︵
工
事
予
定
︶

問
い
合
わ
せ

市
街
地
整
備
課
☎

（50）
1
2
3
2

▲平成23年₃月完成予定のＪＲ佐原駅舎

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
平
成
26

年
に
か
け
て
急
増
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
認
知
症
高
齢
者
や

要
介
護
高
齢
者
な
ど
を
対
象

に
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
の
生
活
が
継
続
で
き
る

よ
う
、
第
4
期
介
護
保
険
事
業

計
画︵
平
成
21
年
度
～
23
年
度
︶

に
基
づ
き
、
質
の
高
い
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
沿
っ
た
整
備
を

行
う
た
め
、
事
業
者
を
公
募
し

ま
す
。

公
募
施
設

■
佐
原
圏
域
︵
佐
原
区
︶

介
護
予
防
・
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
事
業
所
︵
認
知
症

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
︶

1
カ
所
︵
2
ユ
ニ
ッ
ト
︶

◇
整
備
費
助
成
額

　

2
6
2
5
万
円
︵
1
施
設
︶

■
小
見
川
圏
域
︵
小
見
川
区
︶

介
護
予
防
・
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所　

1
カ
所

◇
整
備
費
助
成
額

　

2
6
2
5
万
円
︵
1
施
設
︶

　

整
備
費
助
成
︵
補
助
金
︶
は

予
定
で
あ
り
、
市
の
選
定
が

あ
っ
て
も
、
県
の
交
付
金
と
し

て
採
択
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
の
う
え
、
手
続
き
を
進
め
て

く
だ
さ
い
。

　

助
成
対
象
は
、
原
則
法
人
所

有
物
件
︵
賃
貸
は
除
く
︶
に
限

り
ま
す
。

応
募
要
領

■
応
募
資
格

　

次
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
る
事
業
者
と
し
ま
す
。

①
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
人
員
、
設
備
お
よ
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
遵
守
し
、
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
運
営
を
図
る
こ

と
。

②
計
画
年
度
中︵
平
成
23
年
度
︶

に
整
備
が
完
了
し
、
整
備
完
了

後
す
み
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
図
る
こ
と
。

■
応
募
方
法

　

応
募
事
業
者
は
、
介
護
福
祉

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
の
応
募
書
類
の
提
出
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

◇
公
募
締
切

平
成
22
年
2
月
26
日
㈮

◇
応
募
書
類
提
出
期
限

平
成
22
年
4
月
30
日
㈮︵
必
着
︶

問
い
合
わ
せ

介
護
福
祉
課　

☎
（50）
1
2
0
8

　

4
月
に
、
要
介
護
認
定
の
見

直
し
を
行
い
、
そ
の
影
響
を
有

識
者
・
関
係
者
か
ら
な
る
厚
生

労
働
省
の
検
討
会
で
検
証
し
た

と
こ
ろ
、
認
定
の
ば
ら
つ
き
は

是
正
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
軽

度
者
な
ど
の
割
合
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
10
月
1
日

か
ら
、
新
た
に
認
定
方
法
が
見

直
さ
れ
ま
し
た
。

■
対
象　

平
成
21
年
4
月
か
ら

9
月
に
新
規
に
要
介
護
認
定
を

申
請
し
、
次
に
該
当
す
る
人

①
﹁
非
該
当
﹂
と
判
定
さ
れ
た

人
で
、
実
情
と
一
致
し
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
再
申

請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
必
ず
認
定
さ
れ
る

こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な

く
、
再
度
﹁
非
該
当
﹂
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

②
﹁
要
支
援
1
﹂、﹁
要
支
援

2
﹂ま
た
は﹁
要
介
護
1
﹂～﹁
要

介
護
5
﹂と
認
定
さ
れ
た
人
で
、

そ
の
要
介
護
度
が
実
情
と
一
致

し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
場
合

は
、
有
効
期
間
終
了
前
で
あ
っ

て
も
区
分
変
更
申
請
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
希
望
ど
お
り
の
要

介
護
度
で
認
定
さ
れ
る
こ
と
を

保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ

介
護
福
祉
課 

☎
（50）
1
2
0
8

小
市
民
課 

☎
（82）
1
1
1
5

山
市
民
課 

☎
（78）
2
1
1
4

栗
市
民
課 

☎
（75）
2
1
1
7

　路線バスＪＲ栗源線の運行時刻の改正などに
伴い、12月₁日から栗源区循環バス（ひかりミ
ニ）の運行時刻表が改正されます。
　なお、栗源区の皆さんには、行政協力員を通
じて、改正される時刻表を各戸配布しますので、
ご覧ください。

問い合わせ
企画政策課

☎(50)1206
栗自治振興課

☎(75)2111 

栗
ひかりミニ

源区循環バス
　運行時刻が改正

　

佐
原
駅
南
口
駐
輪
場
が
11

月
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
し

た
の
で
、
通
勤
、
通
学
、
お

出
か
け
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

佐
原
駅
南
口
西
側

︵
関
鉄
観
光
バ
ス
停
車
場
先
︶

■
利
用
可
能
台
数　

1
5
8

台
︵
無
料
︶

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
☎

（50）
1
2
1
4

▲供用が開始された南口駐輪場

佐
原
駅
南
口
駐
輪
場
が
オ
ー
プ
ン

12/1～

佐原駅舎を改築し、
　観光交流センターを整備

要
介
護
認
定
の
方
法
が

　
　
　

見
直
さ
れ
ま
し
た

地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
公
募

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP
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出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー

ま
ち
づ
く
り

◉
香
取
市
の
総
合
計
画

◉
香
取
市
の
都
市
計
画

◉
道
づ
く
り
に
つ
い
て

◉
佐
原
広
域
交
流
拠
点
整
備
と
佐
原

駅
周
辺
整
備

◉
景
観
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

福
祉
・
健
康

◉
よ
く
わ
か
る
介
護
保
険

◉
高
齢
者
福
祉
の
あ
ら
ま
し

◉
認
知
症
予
防
に
つ
い
て

◉
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

◉
児
童
福
祉
・
母
子
福
祉
の
は
な
し
、

家
庭
に
対
す
る
手
当
や
助
成
制
度

◉
児
童
福
祉
の
は
な
し

◉
障
害
者
福
祉
の
あ
ら
ま
し

◉
生
活
保
護
制
度
の
あ
ら
ま
し

◉
健
康
づ
く
り
の
は
な
し

◉
献
血
に
つ
い
て

◉
子
育
て
支
援
体
制
整
備

公
衆
衛
生

◉
水
道
に
つ
い
て

◉
災
害
時
の
公
衆
衛
生

環
境

◉
生
活
ゴ
ミ
の
分
け
方
・
出
し
方

◉
環
境
を
考
え
る
︵
水
の
は
な
し
︶

◉
環
境
を
考
え
る︵
苦
情
申
立
て
状
況
︶

◉
環
境
を
考
え
る
︵
地
球
温
暖
化
を

考
え
る
︶

◉
み
ん
な
で
考
え
よ
う﹁
ゴ
ミ
減
ら
し
﹂

◉
下
水
道
の
は
な
し

◉
浄
化
槽
の
は
な
し

く
ら
し
・
産
業

◉
消
費
者
講
座
︵
悪
質
商
法
編
︶

◉
消
費
者
講
座
︵
く
ら
し
編
︶

◉
市
の
農
業
の
実
状

◉
市
の
工
業
の
実
状

◉
市
の
観
光
の
現
状

教
育

◉
総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
ど
ん
な
授
業

◉
子
ど
も
の
心
の
中
は
？
不
登
校

児
・
多
動
児
の
心
理

◉
地
域
を
通
し
た
青
少
年
健
全
育
成

◉
公
民
館
活
用
講
座

◉
サ
ー
ク
ル
の
作
り
方
と
仲
間
作
り

◉
家
庭
教
育
に
つ
い
て

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

◉
市
の
文
化
財

◉
児
童
本
の
読
み
聞
か
せ
の
仕
方
と

そ
の
実
演

◉
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は

◉
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

◉
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
と
軽
ス
ポ
ー
ツ

国
民
健
康
保
険
・
年
金
・
税
金
・
戸
籍

◉
く
ら
し
と
市
税
︵
市
民
税
・
固
定

資
産
税︿
償
却
資
産
﹀・
都
市
計
画
税
・

軽
自
動
車
税
︶

◉
戸
籍
の
は
な
し
と
住
民
登
録
・
印

鑑
登
録
の
手
続
き

◉
国
民
健
康
保
険
税
の
あ
ら
ま
し

◉
長
寿
医
療
制
度

◉
国
民
年
金
の
あ
ら
ま
し

広
報
・
国
際
交
流
・
男
女
共
同

◉
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

◉
広
報
の
役
割
と
広
報
紙
の
作
り
方

◉
市
の
国
際
交
流

組
織
・
選
挙
・
議
会
・
情
報
公
開
・
財
政

◉
情
報
公
開
の
し
く
み

◉
個
人
情
報
保
護
制
度
の
し
く
み

◉
市
の
家
計
簿(

財
政
︶

◉
市
役
所
の
役
割
と
組
織

◉
選
挙
の
概
要

◉
市
議
会
の
は
な
し

防
災
・
消
防
・
救
急

◉
防
災
計
画
の
あ
ら
ま
し

◉
自
主
防
災
組
織

◉
救
急
医
療
の
し
く
み

◉
家
庭
に
お
け
る
地
震
対
策

住
ま
い
・
交
通

◉
高
齢
者
の
交
通
安
全

◉
交
通
安
全
講
座

◉
循
環
バ
ス
に
つ
い
て

防
犯

◉
自
主
防
犯
活
動
に
つ
い
て

◉
犯
罪
防
止
に
つ
い
て

来
所
講
座
︵
施
設
訪
問
︶

◉
伊
地
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

◉
下
水
処
理
場

◉
浄
水
場

◉
消
防
庁
舎

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
要
望
に
応
じ
て
職
員
が
出
向

き
、
市
の
施
策
や
事
業
な
ど
を

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
﹁
香
取

市
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
﹂
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
は
、

市
政
の
情
報
を
積
極
的
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
に

市
政
へ
の
理
解
や
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
政
へ
の
身
近
な
疑
問
や
興

味
の
あ
る
施
策
情
報
な
ど
、
聞

い
て
み
た
い
講
座
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
人

　

10
人
以
上
が
参
加
予
定
の
市

内
在
住
、
在
勤
者
の
団
体
や
グ

ル
ー
プ
で
す
。
講
演
料
は
無
料

で
す
。

開
催
日
時

　

月
曜
か
ら
金
曜
日
︵
祝
日
は

除
く
︶
の
10
時
か
ら
21
時
ま
で

の
間
で
、
概
ね
1
時
間
30
分
以

内
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
実
施

を
希
望
す
る
場
合
は
相
談
く
だ

さ
い
。

実
施
会
場

　

実
施
会
場
は
市
内
と
し
、
申

し
込
み
団
体
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
会
場
費
用
、
参
加
者

へ
の
案
内
、
当
日
の
準
備
や
進

行
な
ど
も
、
申
し
込
み
団
体
で

お
願
い
し
ま
す
。

出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー

　

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
数
多

く
の
テ
ー
マ
を
用
意
し
て
い
ま

す
。︵
下
記
メ
ニ
ュ
ー
参
照
︶

　

出
前
講
座
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
秘
書
広
報
課
、
市
役
所
・

各
区
事
務
所
1
階
の
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
佐
原
中
央
公
民
館
、
小

見
川
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
︵
さ

く
ら
館
︶、
山
田
公
民
館
、
栗

源
公
民
館
に
設
置
し
て
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
開
催
希
望
日
の
3
週
間

前
ま
で
に
秘
書
広
報
課
へ
持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
な

ど
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
様
式
は
、
秘
書
広
報

課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手

で
き
る
ほ
か
、
出
前
講
座
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

注
意
事
項

　

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
は
、

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な

ど
を
お
伺
い
す
る
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
趣
旨
を
ご
理
解

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
政
治
・
宗
教
的
活
動

ま
た
は
営
利
を
目
的
と
す
る
場

合
は
、申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課　

☎
（50）
1
2
0
4

　
　
　
　
　
　

 

（54）
7
1
4
0

kocyo@
city.katori.lg.jp

❶メニューから希望テーマを選ぶ

❷秘書広報課へ申し込み

❸講師と事前打ち合わせ
講座テーマ担当課から代表者へ連絡
し、内容などの打ち合わせ

❹実施連絡書の送付
事前打ち合わせ後に、担当課より「出
前講座実施連絡書」を送付します

❺出前講座の実施
講座実施当日に職員が講師として、
指定会場にお伺いします

➡
➡

➡
➡

講座実施までの流れ

▲本宿コミュニティホームで行われた「災害時の公衆衛生」の出前講座(10月16日)

ご
注
文
の
市
政
情
報
を

　
　
　
　

お
届
け
し
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
。

市民懇談会（タウンミーティング）
　市民の皆さんとの協働によるまちづくりを進め
ていくため、市長が皆さんと直接お会いし、市政
に関する意見などをいただく場として、市民懇談
会（タウンミーティング）を開催します。
　11月からは次の日程で開催します。どの会場で
も参加できますので、お誘い合わせの上、ご参加
ください。
■開催日時・場所
◇11月25日㈬　19時〜20時30分
　　　　　　　栗源公民館講堂
◇12月₆日㈰　14時〜15時30分
　　　　　　　佐原中央公民館₃階大会議室
■その他　希望により「幼児預かり所」を設けま
すので、それぞれ開催日の1週間前までに申し出
ください

市長への手紙・メール
　快適で住みよい香取市をつくるため、市政に対
する意見・提案・要望などをお寄せください。「市
長への手紙・メール」は、すべて市長本人が拝見
しています。
手紙・メールの出し方
■専用投函箱　市役所・各区事務所の1階に専用
投函箱と記入用紙を設置しています。
■封書　記入用紙と封筒（料金受取人払）を、市
内の各郵便局と次の公共施設に設置しています。
▼佐原区…佐原中央公民館、みずほふれあいセンター
▼小見川区…小見川社会福祉センター（さくら
館）、小見川Ｂ＆Ｇ海洋センター
▼山田区…山田公民館、山田Ｂ＆Ｇ海洋センター
▼栗源区…栗源公民館、栗源Ｂ＆Ｇ海洋センター
■メール　市ホームページの「市長室へようこそ」
コーナーにある、専用フォームから送信してくだ
さい。
HP http://www.city.katori.lg.jp/gyousei/mayor/mail_index.html
■その他の方法　はがき、ファクスなどでも受け
付けています。その際は、「市長への手紙」と必
ず記入してください。
〒287-8501 香取市佐原ロ2127　香取市役所「市
長への手紙」係

(54)7140
■注意事項　市政に関係のない内容や、個人・団
体を誹謗中傷するような意見はご遠慮ください。
　回答を希望する場合は、必ず住所・氏名・電話
番号を記入してください。
　お寄せいただいた意見などは、個人情報に関す
る内容を除き、広報かとりや市ホームページで紹
介する場合があります。
問い合わせ　秘書広報課　☎(50)1204

あなたの声を
市政に
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37
年
ぶ
り
に
千
葉
県
に
や
っ

て
く
る
国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
、
国
体
。

　

市
で
は
、
第
65
回
国
民
体
育

大
会
﹁
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
﹂

を
市
民
総
参
加
で
盛
り
上
げ
、

成
功
さ
せ
る
た
め
、
市
で
開
催

さ
れ
る
3
競
技
の
運
営
を
支
え

る
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂
を
募
集

し
ま
す
。
一
生
の
思
い
出
と
し

て
、
国
体
の
運
営
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

■
申
込
期
間

　

11
月
20
日
㈮
か
ら
平
成
22
年

5
月
31
日
㈪
ま
で
。
た
だ
し
、

申
し
込
み
が
募
集
数
を
大
幅
に

上
回
る
と
き
は
、
早
期
終
了
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

香
取
市
実
行
委
員
会
で
﹁
傷
害

保
険
﹂
お
よ
び
﹁
賠
償
責
任
保

険
﹂
に
加
入
し
ま
す
。

■
個
人
情
報

　

登
録
す
る
個
人
情
報
は
、
香

取
市
実
行
委
員
会
が
大
会
運
営

の
た
め
に
使
用
す
る
も
の
と

し
、
そ
れ
以
外
の
目
的
に
は
使

用
し
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
申
込
時
に
県
実
行

委
員
会
に
個
人
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
に
同
意
い
た
だ
け
る
場

合
は
、
県
実
行
委
員
会
の
要
請

に
応
じ
て
情
報
提
供
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
報
酬
・
交
通
費

　

事
前
研
修
、
大
会
活
動
を
含

め
報
酬
は
無
償
と
し
、
交
通
費

も
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
服

飾
や
昼
食
は
必
要
に
応
じ
、
実

行
委
員
会
が
支
給
し
ま
す
。

■
活
動
日
・
場
所
・
活
動
内
容

　

活
動
日
な
ど
は
、
申
込
受
付

時
に
行
う
活
動
希
望
調
査
を
基

に
、
香
取
市
実
行
委
員
会
で
割

り
振
り
を
し
ま
す
。
希
望
に
添

え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
市
で
の
開
催
競
技

▼
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル︵
少
年
男
子
︶

　

香
取
市
民
体
育
館
・
佐
原
中

学
校
体
育
館

　

9
月
30
日
㈭
～
10
月
4
日
㈪

▼
ボ
ー
ト
︵
全
種
別
︶

　

小
見
川
ボ
ー
ト
場

　

9
月
26
日
㈰
～
9
月
29
日
㈬

▼
カ
ヌ
ー
︵
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー

ム
・
カ
ヌ
ー
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー

タ
ー
︶

　

栗
山
川
特
設
カ
ヌ
ー
会
場

　

10
月
1
日
㈮
～
10
月
4
日
㈪

■
申
込
方
法

　
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申
込

書
﹂
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

〒
2
8
9
︲
0
3
9
3　

香
取

市
羽
根
川
38　

香
取
市
役
所

小
見
川
区
事
務
所　

ゆ
め
半
島

千
葉
国
体
香
取
市
実
行
委
員

会
事
務
局
︵
国
体
推
進
室
内
︶

へ
郵
送
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

︵

 

（82）
3
3
2
5
︶
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
実
行
委
員
会
事

務
局
窓
口
・
市
役
所
・
各
区
事

務
所
か
、
市
国
体
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
香
取
市
実

行
委
員
会
事
務
局
︵
国
体
推
進

室
内
︶ 

☎
（82）
1
2
5
0

HPhttp://w
w

w
.city.katori.

lg.jp/kokutai2010katori/

香
取
市
大
会
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
募

Ｑ
＆
Ａ

Ⓠ
申
し
込
み
の
時
に
は
ま

だ
先
の
予
定
が
わ
か
ら
な
い

の
で
す
が
？

Ⓐ
申
し
込
み
後
、｢

活
動
意

向
調
査｣

を
行
い
ま
す
。
こ

の
時
に
活
動
可
能
な
日
程
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

Ⓠ
活
動
業
務
の
具
体
的
な

内
容
は
ど
う
や
っ
て
決
ま
る

の
？

Ⓐ
活
動
業
務
は
、
申
し
込

み
時
の
希
望
に
よ
り
実
行
委

員
会
で
仮
決
定
し
、
最
終
的

に｢

活
動
意
向
調
査｣

を
基

に
決
定
し
ま
す
。

Ⓠ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験

が
な
く
て
も
大
丈
夫
？

Ⓐ
も
ち
ろ
ん
で
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
業
務
決
定
後
に
業

務
内
容
に
沿
っ
た
研
修
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

Ⓠ
千
葉
県
の
開
・
閉
会
式

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
し

た
い
け
ど
、
香
取
市
の
申
し

込
み
書
で
個
人
情
報
の
提
供

に
同
意
し
た
ら
、
千
葉
県
に

は
申
し
込
み
を
し
な
く
て
い

い
の
？

Ⓐ
申
し
込
み
は
、
希
望
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
て
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
情

報
の
提
供
に
同
意
い
た
だ
い

た
場
合
で
も
、
応
募
数
が
募

集
数
に
達
し
た
場
合
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Ⓠ
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
み

し
た
い
の
で
す
が
？

Ⓐ
団
体
を
は
じ
め
、
夫
婦
・

親
子
・
友
達
・
職
場
な
ど
、

同
一
行
動
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
グ
ル
ー
プ
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

グ
ル
ー
プ
人
数
が
多
い
と

き
に
は
班
に
分
か
れ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
事
務
局
か
ら

は
原
則
と
し
て
代
表
者
に
連

絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
各
メ
ン
バ
ー
へ
の
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

後
日
、
グ
ル
ー
プ
全
員
の

名
簿
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
主
役

　

香
取
市
は
市
民
総
参
加
の
手
づ
く
り
国
体
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
各
競
技
会
や
案
内
所
で
の
運
営
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
主
役
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
申

し
込
み
を
し
て
全
国
か
ら
訪
れ
る
皆
さ
ん
を
温
か
く
迎

え
ま
し
ょ
う
！

活
動
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

■
主
な
活
動
内
容

①
案
内
所
・
各
会
場
で
の
案
内

②
休
憩
所
で
の
ド
リ
ン
ク
サ
ー

ビ
ス

③
ゴ
ミ
の
収
集
・
分
別
、
環
境

美
化

④
弁
当
の
引
渡
し

⑤
会
場
整
理

⑥
そ
の
他

■
研
修

　

申
込
者
に
は
、
当
実
行
委
員

会
が
開
催
す
る
説
明
会
や
活
動

内
容
に
応
じ
た
研
修
会
な
ど
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
保
険

　

事
前
研
修
、
大
会
活
動
は
、

　教育、文化、スポーツの分野で顕著な功績を収めた個
人・団体を表彰する教育委員会表彰式が10月19日、市役
所で行われ、市長特別表彰16人、教育委員会表彰文化の
部₂団体、スポーツの部₆人、感謝状₂団体₁人が表彰
されました。
　受賞者を代表して、小見川高校の宮﨑雅斗さんは「来
年千葉県で行われる国体でも、好成績を収められるよう、
さらに努力したい」とあいさつしました。
　表彰者は以下のとおりです。（敬称略）
■市長特別表彰
◇新潟国体優勝者
林忠

ただよし

義（馬術成年トップスコア競技優勝）
林義

よしまさ

昌（馬術少年トップスコア競技優勝）
鈴木康

やすひろ

大（カヌースプリントＫ-1 450ｍ優勝）
宮﨑雅

まさ

斗
と

、菅谷健太（カヌースプリントＣ-2 450ｍ優勝）
◇全国高校総体優勝者
小沼孝平、小林雅

まさ

人
と

、篠塚亮介、木村昌志、髙橋優太、
宮﨑竜、細根正樹（舵手付クォドルプル優勝）
向後慧

けい

太
た

、菅谷祐介、和田卓也、實川純一郎（カヌース
プリントＫ-4 200ｍ優勝）
■教育委員会表彰
◇文化の部
子育て支援人形劇　根っこ座
絵本の会〜歓びがこだまして
◇スポーツの部　新潟国体上位入賞者
髙橋友

ゆ

果
か

（女子走り幅跳び3位）
林友理（少年自由演技馬場馬術4位）
齋藤勇

ゆう

人
と

（馬術競技団体障害飛越3位）
志村優

ゆう

（カヌースプリントＫ-4 200ｍ・450ｍ₂位）
小林弘茂、高橋伸

のぶゆき

征（舵手付クォドルプル₂位）
■感謝状
小見川文化協会書道部、語るべぇ栗源、菅谷委佐雄
問い合わせ　教育総務課　☎(50)1220

香取市教育委員会表彰

■
対
象

　

平
成
10
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
︵
国
体
開
催
時
、

中
学
生
以
上
︶
で
、
原
則
と
し

て
活
動
期
間
中
に
2
日
以
上
参

加
が
可
能
な
人
。

　

ま
た
、
千
葉
県
が
募
集
し
た

国
体
の
開
・
閉
会
式
と
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
応
募
し
た
人
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

■
募
集
数

　

約
3
0
0
人

■
活
動
期
間

　

平
成
22
年
9
月
26
日
㈰
か
ら

10
月
4
日
㈪
ま
で
。

　

た
だ
し
、
活
動
業
務
に
よ
っ

て
は
、
活
動
期
間
以
外
の
日
も

輝かしい功績
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香
取
市
に
は
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
出
来
事
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
こ
こ

で
は
、
そ
ん
な
ホ
ッ
ト

な
ま
ち
の
話
題
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も�

お
元
気
で

敬
老
と
長
寿
の
お
祝
い

楽
し
く
環
境
美
化
活
動

よ
り
大
き
い
タ
ニ
シ
に
ビ
ッ
ク
リ

卵

沖
縄
琉
球
王
国
ぶ
ら
ぶ
ら
ぁ
散
歩

お
お
き
ゆ
う
こ
う
・
田
名
真
之
／
著

　

世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
、
王
国

の
繁
栄
を
物
語
る
グ
ス
ク
と
関
連
遺

産
群
。
今
も
地
域
に
根
づ
く
祈
り
の

場
。
創
世
神
話
か
ら
琉
球
王
朝
の
崩

壊
ま
で
、
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
の
跡
を

写
真
で
辿
る
。 

︵
新
潮
社
︶

転
倒
予
防
ら
く
ら
く
実
践
ガ
イ
ド

武
藤
芳
照
／
監
修

　

運
動
療
法
と
し
て
効
果
的
と
思
わ

れ
る
﹁
歩
き
方
の
基
本
と
筋
力
・
バ

ラ
ン
ス
能
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
﹂
を
、
楽
し
く
運
動
で
き
る

工
夫
と
と
も
に
、
医
学
的
な
知
識
も

交
え
て
紹
介
。

︵
学
研
メ
デ
ィ
カ
ル
秀
潤
社
︶

メ
ア
リ
ー
・
ス
ミ
ス

ア
ン
ド
レ
ア
・
ユ
ー
レ
ン
／
作

千
葉
茂
樹
／
訳

　

月
曜
日
の
朝
、
夜
明
け
を
待
た

　

皆
さ
ん
に
読
ん
で
ほ
し
い

小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、
旅
行
記

や
絵
本
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
本
を
紹
介
し
ま
す
。

今月のおすすめ

　

寺
内
農
地
・
集
落
環
境
保
全
組
合
に
よ
る

農
地
や
農
業
用
水
な
ど
の
環
境
美
化
活
動

が
、
10
月
12
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
3
年
前
に
結
成
さ
れ
、
定
期
的

に
農
道
の
草
刈
り
や
水
路
の
泥
上
げ
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
も
、
地
区
の
高
齢

者
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
会
の
協
力
に
よ
り
、
約

70
人
が
参
加
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
水
路
に
入
り
、
ア
ジ
ア
全

域
で
﹁
稲
の
害
虫
﹂
と
し
て
悪
名
が
高
い
、

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
駆
除
に
大
奮
闘
。

　

約
10
㎝
も
あ
る
大
物
を
捕
獲
し
て
歓
喜
す

る
児
童
や
、
外
来
種
が
増
え
て
し
ま
っ
た
原

因
を
教
え
ら
れ
貝
を
哀
れ
む
児
童
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
の
場
と
し
て
も
、

意
義
の
あ
る
活
動
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

▲橋脚部分には、特徴のあるピンク色の卵塊がビッシリ！

に響くハーモニー
さわら軒先コンサート・市民コンサート心

　県民芸術劇場「香取市
さわら軒先コンサート」
が、10月17日に佐原町並
み交流館で開催されまし
た。
　恒例となったニュー
フィルハーモニーオー
ケストラ千葉によるコン
サートには、毎回訪れる
ファンも多く、身近で聞
ける本格的な演奏を楽し
みました。
　また、この日は、地元
音楽団体による「市民コ
ンサート～歌と木管の調
べ～」が、佐原中央公民
館でも行われ、木管アン
サンブルによる映画音楽
や『故郷』などの日本の
名曲を中心とした心に響
く心地よいハーモニー
に、来場者は芸術の秋を
満喫しました。

▲聴衆を魅了した軒先コンサート

▲すばらしい歌声の市民コンサート

敬
老
会
と
金
婚
式

　

多
年
に
わ
た
り
、
社
会
に
貢
献
し
て
き

た
高
齢
者
を
敬
い
、
長
寿
を
祝
う
敬
老
会

が
各
区
で
開
催
さ
れ
、
踊
り
や
歌
の
ス

テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

各
式
典
で
は
、
宇
井
市
長
の
お
祝
い
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
ス
テ
ー
ジ
で
フ
ラ
ダ

ン
ス
や
幼
稚
園
児
の
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金
婚
︵
結
婚
50
周
年
︶
を
迎
え

ら
れ
た
ご
夫
婦
が
招
待
さ
れ
、
出
席
さ
れ

た
各
夫
妻
に
は
、
市
長
か
ら
記
念
品
が
直

接
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

百
歳
の
お
祝
い

　

激
動
の
時
代
を
生
き
、
私
た
ち
の
今
を

築
い
て
く
れ
た
お
年
寄
り
た
ち
。
今
年
度

本
市
で
は
、
11
人
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、

市
長
か
ら
お
祝
い
の
記
念
品
と
、
香
取
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
内
閣
総
理
大
臣

の
祝
状
と
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

百
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん

︵
敬
称
略
・
順
不
同
︶

菅
谷
徳
次
郎
︵
高
萩
︶

宮
本
譽よ

三さ
ぶ

郎ろ
う

︵
玉
造
︶

平
山　

タ
イ
︵
苅
毛
︶

小
川　

き
み
︵
小
見
川
︶

髙た
か

城し
ろ　

セ
ツ
︵
佐
原
イ
︶

篠し
の

塚づ
か　

や
す
︵
多
田
︶

髙
木
十と

三み

五え

︵
小
見
︶

村
尾
庄
太
郎
︵
小
見
川
︶

平
野　

と
り
︵
西
田
部
︶

鈴
木　

は
る
︵
大
倉
︶

木
村　

た
け
︵
香
取
︶

▲市長から百歳の記念品を満面の笑みで受け取る鈴木はるさん

▲金婚を迎えられたご夫婦に市長から記念品が手渡されました
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10月₁日㈭　小見川区循環バス実証運行開始式

　　₂日㈮　佐原の大祭秋祭り実施本部会議

　　₃日㈯　小江戸サミット2009佐原大会

　　₈日㈭　農業委員会総会

　　12日㈷　小見川区敬老会

　　13日㈫　成田空港圏自治体連絡協議会臨時会

　　14日㈬　香取市総合防災訓練

　　15日㈭　香取市立地企業交流会議

　　18日㈰　栗源区悠々のつどい

　　19日㈪　教育委員会表彰式／姉妹校国際交流歓迎会

　　20日㈫　香取市東庄町病院組合議会／市民懇談会

　　21日㈬　千葉県市長会定例会

　　26日㈪　中学生議会

　　27日㈫　香取広域市町村圏事務組合議会

　　30日㈮　百歳の高齢者に対する祝状・記念品贈呈

　　31日㈯　認知症メモリーウォーク出立式／香取市民文化祭

【まちかど通信】

Vol.43

香
取
遺
産

「一ノ分目　善雄寺」

10月の主な行動

▲佐原の大祭秋祭り
森田知事来市
 （10月10日）

▲一ノ分目領主　田付景治の墓

取の情報をクイズで発信
チバテレビ市町村街かどクイズ香

ず
に
家
を
出

て
、
町
へ
と

急
ぐ
メ
ア

リ
ー
・
ス
ミ

ス
。
ゴ
ム
の

チ
ュ
ー
ブ
に

乾
い
た
豆
を

こ
め
、
吹
い

て
飛
ば
す
、
そ
の
仕
事
と
は
？
実
在
し

た
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
の
お
話
。

 

︵
光
村
教
育
図
書
︶

　千葉県内市町村の情報をクイズ形式で紹介する、チバテレビの「お
じゃまします！市町村街かどクイズ」の撮影が、10月18日に道の駅
くりもと紅小町の郷で行われ、10月30日に放映されました。
　撮影日は、同番組でおなじみの轟二郎さん・金杉陽子さんから、
道の駅を訪れた家族連れなどに、香取市に関するクイズが出題され、
和やかな雰囲気の中で、道の駅くりもとの情報をはじめ香取市の旬
の話題を発信しました。

▲楽しいトークを交えながら香取の情報を紹介

リ
サ
イ
ク
ル

　
　

不
要
・
廃
棄
の
本
や
雑
誌

　

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
さ
わ
ら
開

催
時
に
、
図
書
館
所
蔵
の
本
や
雑

誌
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
22
日
㈰　

9
時
～

■
場
所　

佐
原
中
央
図
書
館
玄
関

脇問
佐
原
中
央
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　

☎
（55）
1
3
4
3

10月18日人形劇っておもしろい！
　根っこ座による大型紙芝
居と人形劇が、中央公民館
で開催され、多くの家族連
れが訪れました。紙芝居は

「おむずびころりん」、人形
劇は「大きなカブ」と、お
なじみのお話が披露され、
子どもたちは、身を乗り出
しながら、「うんとこしょ。
どっこいしょ」と、大きな
掛け声をかけて人形劇を楽
しみました。

江戸幕府の砲術家
旗本田付家の墓

　

Ｊ
Ｒ
成
田
線
水
郷
駅
の
程
近

く
、
一
ノ
分
目
字
小

し
ょ
う

路じ

に
浄
土

宗
善ぜ

ん

雄の
う

寺じ

が
在あ

り
ま
す
。

　

康
元
元
年
︵
1
2
5
6
︶、

登と
う

蓮れ
ん

社し
ゃ

玉ぎ
ょ
く

誉よ

伝で
ん

公こ
う

上し
ょ
う

人に
ん

の
開
山

と
伝
わ
る
由
緒
あ
る
寺
で
、
ご

本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
す
。
高

さ
1
・
7 

6
ｍ
の
坐ざ

　
ぞ
う像
で
、
い

わ
ゆ
る
丈

じ
ょ
う

六ろ
く

仏ぶ
つ

で
す
︵
昭
和
33

年
、
県
指
定
文
化
財
︶。

　

山
号
を
野
中
山
と
称
す
る
よ

う
に
、
か
つ
て
は
善
雄
寺
の
西

方
、
字
野
中
に
在
っ
て
、
江
戸

時
代
に
火
災
の
た
め
現
在
地
へ

移
転
し
た
、
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

本
堂
裏
手
に
は
、
そ
の
際

に
移
さ
れ
た
古
い
墓
石
が
並

ん
だ
一
角
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
つ
に
江
戸
時
代
一
ノ
分
目
の

領
主
、
旗
本
田た

つ
け
の付
景か

げ

治は
る

の
墓

石
が
建
っ
て
い
ま
す
。
高
さ
は

2
・
4
ｍ
ほ
ど
の
比
較
的
大
き

な
墓
石
で
、
板い

た

碑び

型
と
い
わ
れ

る
、
頭
頂
部
を
山
形
に
尖と

が

ら
せ

た
形
を
し
て
い
ま
す
。
正
面
に

は
﹁
田
付
景
治
大
居
士
﹂
そ

の
両
脇
に
﹁
寛
永
十
四
丁
丑
歳

︵
1
6
3
7
︶
三
月
十
四
日
﹂

と
没
年
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

田
付
家
は
、
は
じ
め
香
取

郡
に
お
い
て
5
0
0
石
を
知
行

さ
れ
た
旗
本
で
、
一
ノ
分
目
村

3
6
2
石
、
米
野
井
村
1
3
8

石
の
領
主
で
し
た
。
後
に
、
下し

も

野つ
け

国
な
ど
で
3
0
0
石
を
加
増

さ
れ
、
都
合
8
0
0
石
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

景
治
の
父
は
景か

げ

澄ず
み

と
い
い
、

こ
の
人
物
は
稲
富
一
夢
、
安
見

右
近
と
と
も
に
鉄
砲
三
名
人
と

呼
ば
れ
た
、
和
流
砲
術
の
一
つ

田
付
流
の
始
祖
で
す
。
鉄
砲
、

砲
術
に
関
す
る
伝
書
も
数
多
く

著あ
ら
わ

し
て
い
ま
す
。

　

慶
長
18
年
︵
1
6
1
3
︶
か

ら
徳
川
家
康
に
仕
え
、
翌
年
の

大
坂
冬
の
陣
に
も
出
陣
し
て
い

ま
す
。
幕
府
編
さ
ん
の
史
書﹃
徳

川
実
記
﹄
に
は
、
こ
の
時
、
景

澄
に
打
ち
込
ま
せ
た
﹁
大
仏
郎

機
﹂
と
呼
ぶ
大お

お

筒づ
つ

の
砲
弾
が
大

坂
城
天
守
の
柱
に
命
中
し
、
淀

殿
が
大
い
に
恐
怖
し
た
こ
と
で
、

和
議
の
機
運
が
高
ま
っ
た
、
と

の
逸
話
も
あ
り
ま
す
。

　

真
偽
の
程
は
と
も
か
く
、
そ

の
子
孫
は
江
戸
幕
府
の
鉄
砲
方

を
世
襲
し
、
ま
た
景
澄
の
次
男

正ま
さ

景か
げ

も
大
垣
藩
に
仕つ

か

え
砲
術
を

伝
授
す
る
な
ど
、
同
家
は
特
殊

な
技
能
を
受
け
継
い
だ
家
柄
で

し
た
。

　

善
雄
寺
に
は
、
田
付
家
の
う

ち
、
景
澄
と
景
治
の
2
人
だ
け

が
葬
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
残

念
な
こ
と
に
景
澄
の
墓
石
は
今

の
と
こ
ろ
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
そ
の
墓
石
や
関
係
す

る
古
文
書
な
ど
が
発
見
さ
れ
れ

ば
、
砲
術
家
田
付
の
存
在
が
よ

り
一
層
身
近
な
も
の
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

10月27日・28日鳥居河岸からいにしえの旅
　東京都新宿区から「いき
いきハイキング」で、両日
合わせ約400人が香取市を
訪れました。江戸時代から
多くの人々に愛された水郷
遊覧と香取神宮参拝を再現
したコースで、津宮鳥居河
岸を出発し、香取神宮や歴
史的町並みが残る小野川沿
いの散策など、いにしえの
旅を満喫しました。
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12
月
定
例
市
議
会
は
、
11
月

27
日
㈮
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

 

こ
の
本
会
議
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
日
程
な
ど
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
議
会
事
務
局
☎

（50）
1
2
1
7

　

市
で
は
、
敬
老
祝
事
業
と
し

て
、
本
年
度
80
歳
を
迎
え
ら
れ

る
人
に
、
記
念
写
真
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
念
写
真
の
撮
影
期
間

を
11
月
30
日
㈪
ま
で
延
長
し
ま

し
た
の
で
、
撮
影
が
お
済
み
で

な
い
人
は
、
写
真
館
︵
店
︶
に 

必
ず
予
約
の
う
え
、
撮
影
を
お

願
い
ま
す
。
予
約
な
し
で
来
店

す
る
と
、
撮
影
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
介
護
福
祉
課
☎

（50）
1
2
0
8

　

個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納

期
限
は
11
月
30
日
㈪
で
す
。

　

納
付
書
は
11
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
最
寄

り
の
金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
個
人
事
業
税
の
納
税

は
、
口
座
振
替
制
度
を
利
用
さ

れ
る
と
便
利
で
す
。

問
香
取
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
1
3
1
4

　

11
月
15
日
㈰
か
ら
平
成
22
年

2
月
15
日
㈪
ま
で
は
、
狩
猟
期

間
で
す
。

　

ハ
ン
タ
ー
︵
狩
猟
者
︶
の
皆

さ
ん
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全

な
狩
猟
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
も
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
、
狩
猟
期
間
中

は
、
河
川
・
野
山
の
散
策
や
農

林
作
業
な
ど
、
次
の
こ
と
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

鳥
獣
保
護
区
な
ど
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

く
だ
さ
い
。

◇
で
き
る
だ
け
目
立
つ
色
の
服

装
を
着
用
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
を

携
帯
す
る

◇
土
・
日
曜
日
な
ど
は
県
内
外

か
ら
ハ
ン
タ
ー
が
集
中
す
る
の

で
特
に
注
意
す
る

◇
わ
な
は
危
険
な
の
で
、
設
置

の
標
識
が
あ
る
場
合
は
近
づ
か

な
い

問
千
葉
県
自
然
保
護
課

☎
0
4
3
︵
2
2
3
︶
2
9
7
2

　

夫
に
よ
る
暴
力
や
セ
ク
ハ

ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
女
性

を
め
ぐ
る
各
種
人
権
問
題
に
つ

い
て
、
全
国
一
斉
に
﹃
女
性
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹄
を
通
じ
て

人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

11
月
15
日
㈰
～
21
日
㈯

◇
15
日
㈰
・
21
日
㈯　

10
時
～

17
時

◇
16
日
㈪
～
20
日
㈮ 

8
時
30

分
～
19
時

■
電
話
番
号

☎
0
5
7
0
︵
0
7
0
︶
8
1
0

　
︵
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
︶

※
強
調
週
間
以
外
に
も
相
談
を

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

【暮らしの情報】

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
平
日
の

8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

問
千
葉
地
方
法
務
局
香
取
支
局

 

☎
（52）
3
3
9
1

　

千
葉
司
法
書
士
会
で
は
、
労

働
問
題
に
関
す
る
相
談
に
無
料

で
応
じ
る
﹁
全
国
一
斉
労
働
ト

ラ
ブ
ル
1
1
0
番
﹂
を
実
施
し

ま
す
。
賃
金
未
払
い
や
サ
ー
ビ

ス
残
業
な
ど
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル

を
抱
え
た
人
の
相
談
に
お
応
え

し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
23
日
㈷　

10
時

～
15
時

■
相
談
方
法　

電
話
相
談
お
よ

び
面
接
相
談
︵
司
法
書
士
5
人

が
対
応
︶
※
予
約
不
要

■
相
談
用
電
話
番
号

0
4
3
︵
2
4
3
︶
4
1
4
4

︵
当
日
の
み
使
用
︶

■
面
接
相
談
場
所　

千
葉
司
法

書
士
会
館
4
階
︵
千
葉
市
美
浜

区
幸
町
2
︲
2
︲
1
︶

問
千
葉
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
0
4
3
︵
2
4
6
︶
2
6
6
6

　

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
絵
本
や

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

■
対
象　

0
～
1
歳
の
赤
ち
ゃ

ん
と
そ
の
家
族

■
日
時　

11
月
17
日
㈫　

10
時

～
11
時

■
場
所　

山
田
児
童
館

■
講
師　

池
谷
あ
つ
子
氏

問
山
田
児
童
館 

☎
（78）
1
0
5
0

　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
や
サ
ッ
ク
ス

の
音
色
に
合
わ
せ
て
歌
い
ま
せ

ん
か
。
生
の
楽
器
の
音
を
体
で

感
じ
よ
う
。

■
対
象　

2
～
4
歳
く
ら
い
の

幼
児
と
そ
の
家
族

■
日
時　

11
月
25
日
㈬　

10
時

～
11
時

■
場
所　

山
田
児
童
館

■
講
師　

高
野
洋
彦
氏

問
山
田
児
童
館
☎

（78）
1
0
5
0

　

親
子
で
太
巻
き
飾
り
寿
司
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
﹁
菊
﹂
と
﹁
と
も
え
﹂

を
作
り
ま
す
。

■
対
象　

小
学
生
と
そ
の
家
族

■
日
時　

11
月
29
日
㈰　

9
時

～
13
時

■
定
員　

16
組

■
参
加
費　

1
組
7
0
0
円

■
持
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

う
わ
ば
き
・
海
苔
︵
一
帖
︶

申
山
田
児
童
館
☎

（78）
1
0
5
0

　

紫
陽
花
窯
の
原
田
糸
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
親
子
で
陶
芸

の
楽
し
さ
を
体
感
。
土
に
感
情

を
吹
き
込
み
、
自
分
を
表
現
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

小
学
4
～
6
年
生
の

親
子

■
日
時　

12
月
5
日
㈯
⋮
成

形
、
6
日
㈰
⋮
け
ず
り
、
19
日

㈯
⋮
釉
が
け

い
ず
れ
も
13
時
30
分
～

■
定
員　

7
組
︵
14
～
15
人
程

度
︶

■
場
所　

香
取
市
ふ
る
さ
と
の
家

■
参
加
費　

1
組
1
5
0
0
円

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
爪
は

短
く
。
親
子
優
先
で
す
が
、
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
成
人
も

受
付

申
12
月
1
日
㈫
ま
で
に
電
話
ま

た
は
直
接
栗
生
涯
学
習
担
当
へ

 

☎
（75）
2
1
7
1

　

四
季
毎
に
年
4
回
開
催
し
て

い
る
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
講
座
。

今
回
は
、
ス
テ
ン
シ
ル
で
描
く

特
産
の
ブ
ド
ウ
﹁
巨
峰
﹂
で
す
。

世
界
で
1
つ
だ
け
の
作
品
を
作

り
ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

成
人

■
日
時　

11
月
29
日
㈰　

9
時

30
分
～
正
午

■
場
所　

栗
源
公
民
館
研
修
室

■
参
加
費　

3
0
0
円︵
教
材
・

絵
の
具
代
な
ど　

変
動
有
り
︶

■
定
員　

15
人

問
栗
生
涯
学
習
担
当

 

☎
（75）
2
1
7
1

親
子
と
成
人
の
保
健

　　

健
診
の
対
象
地
区
は
、　
　

⋮

佐
原
・
栗
源
区
、　
　
　

⋮
小
見

川
･
山
田
区
で
、︵　

︶
内
は
対

象
者
の
生
年
月
日
で
す
。

■
4
カ
月
児
健
診

　
　
　

⋮
2
日
㈬　

1�
時
～
1�
時

�0
分
︵
平
成
21
年
7
～
8
月
生
︶

■
10
カ
月
児
健
診

　
　

⋮
16
日
㈬ 

1�
時
～
1�
時
�0

分
︵
平
成
21
年
1
～
2
月
生
︶

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

　
　
　

⋮
1
日
㈫　

12
時
�0
分
～

12
時
45
分︵
平
成
20
年
4
～
5
月
生
︶

　
　

⋮
9
日
㈬　

1�
時
～
1�
時
�0

分
︵
平
成
20
年
5
月
生
︶

■
2
歳
児
歯
科
健
診

　
　
　

⋮
11
日
㈮　

12
時
�0
分
～

12
時
45
分︵
平
成
19
年
6
～
7
月
生
︶

■
3
歳
児
健
診

　
　

⋮
8
日
㈫　

1�
時
～
1�
時
15

分
︵
平
成
18
年
6
月
生
︶

集
団
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　
　

⋮
1
日
㈫　

1�
時
�0
分
～
1�

時
50
分

　
　
　

⋮
17
日
㈭　

12
時
�0
分
～

12
時
50
分

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　
　

⋮
24
日
㈭　

1�
時
�0
分
～
1�

時
50
分

個
別
予
防
接
種

※
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種

■
三
種
混
合
予
防
接
種

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

■
離
乳
食
教
室
︵
要
申
込
︶

　
　

⋮
18
日
㈮　

1�
時
15
分
～
1�

時
�0
分

■
定
期
健
康
教
育
・
相
談

　

血
圧
測
定
や
尿
検
査
、
子
ど
も

の
身
長
・
体
重
測
定
な
ど
を
行
い

ま
す
。
12
月
は
骨
密
度
測
定
も
行

い
ま
す
。

健
康
教
育
テ
ー
マ﹁
あ
な
た
の
骨
、

元
気
で
す
か
？
﹂

　
　

⋮
2
日
㈬

　
　

⋮
�
日
㈭

　
　

⋮
4
日
㈮

　
　
　

⋮
7
日
㈪

い
ず
れ
も
9
時
�0
分
～
10
時
�0
分

　
　

⋮
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

⋮
小
見
川
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

⋮
山
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

⋮
栗
源
保
健
セ
ン
タ
ー

※
表
記
の
時
間
は
受
付
時
間
で
す

問
健
康
づ
く
り
課
☎
(50)
1
2
3
5

12月子
ど
も
の
健
診

子
ど
も
の
予
防
接
種

各
種
教
室
・
相
談

開
催
場
所

小
見
川

小
見
川

佐
原

佐
原

佐
原

小
見
川

佐
原

佐
原

小
見
川

栗
源
山
田

小
見
川

小
見
川

佐
原

佐
原

ご
注
意
く
だ
さ
い

狩
猟
が
は
じ
ま
り
ま
す

個
人
事
業
税
の
納
期

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
強
化
週
間

佐
原

佐
原

小
見
川

栗
源
山
田

お知らせ

講座
教室

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
育
成

は
、
地
域
全
体
で
支
え
る
と

い
う
﹁
共
助
﹂
の
視
点
に
た

ち
、
新
生
児
を
も
つ
親
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
運
動
で
集

め
ら
れ
た
募
金
の
一
部
か
ら

﹁
新
生
児
の
紙
オ
ム
ツ
代
の

助
成
﹂
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
対
象　

市
内
在
住
の
平
成

21
年
1
月
1
日
か
ら
10
月
31

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
の
親

■
必
要
書
類　

乳
幼
児
医
療

費
助
成
受
給
券
の
写
し
と
世

帯
全
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る

住
民
票

■
交
付
金
額　

5
0
0
0
円

■
申
込　

11
月
30
日
㈪
ま
で

に
、社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・

各
支
所
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要

書
類
を
添
付
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
本
所
・
各
支
所
へ

問
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

 

☎
（54）
4
4
0
5

小
見
川
支
所
☎

（83）
7
0
7
1

山
田
支
所 

☎
（78）
1
0
5
6

栗
源
支
所 

☎
（75）
2
1
1
8

新
生
児
の
紙
オ
ム
ツ
代
を
助
成

新
生
児
の
紙
オ
ム
ツ
代
を
助
成

80
歳
記
念
写
真

撮
影
期
間
の
延
長

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談

バ
ブ
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン

絵
本
で
あ
そ
ぼ
う

幼
児
教
室

音
楽
の
贈
り
物

太
巻
き
飾
り
寿
司

教
室

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

講
座
初
級
者
コ
ー
ス

親
子
陶
芸
教
室

12
月
議
会
開
催

暮
ら
し
の

情
報

2009. November

11
月

 1 2 � 4 5 6 7

 8  9 10 11 12 1� 14

 15 16 17 18 19 20 21

 22 2� 24 25 26 27 28

 29 �0
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来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
5
日
㈯　

12
時

15
分
開
場
、
12
時
30
分
開
演

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館

■
公
演
内
容　

香
取
市
を
は
じ

め
5
つ
の
市
町
、
7
団
体
の
優

れ
た
民
俗
芸
能
を
上
演

▼
お
ら
ん
だ
楽
隊
︵
香
取
市
︶

▼
伊
能
歌
舞
伎
︵
成
田
市
︶
▼

西
大
須
賀
の
神
楽
︵
成
田
市
︶

▼
文
違
麦
つ
き
踊
り︵
八
街
市
︶

▼
木
内
神
楽
︵
香
取
市
︶
▼
佐

原
囃
子
︵
神
崎
町
︶
▼
笹
川
の

神
楽
︵
東
庄
町
︶　
︵
上
演
順
︶

【暮らしの情報】

市民活動推進課　☎(54)1138　　小自治振興課　☎(82)1112

山自治振興課　　☎(78)2111　　栗自治振興課　☎(75)2111

山田区事務所　11月25日㈬　 予約日11月18日㈬

市役所　　　　12月₉日㈬　 予約日12月₂日㈬

●行政相談・人権相談

  11月20日㈮　13時30分～15時30分

　市民活動推進課　☎(54)1138　　小自治振興課　☎(82)1112

　山自治振興課　　☎(78)2111　　栗自治振興課　☎(75)2111

  12月18日㈮　13時30分～15時30分

  市民活動推進課　☎(54)1138

●消費生活相談　₉時～17時

　市民活動推進課　11月19日㈭、12月3日㈭・10日㈭・17日㈭

　☎(54)1138

　小自治振興振興課　11月26日㈭　☎(82)1112

●司法書士による法律相談　10時～15時

　市役所　11月17日㈫、12月₁日㈫・15日㈫

　（予約者優先　市民活動推進課　☎(54)1138）

●交通事故相談（要予約）10時～15時

　環境安全課　11月24日㈫、12月₈日㈫　☎(50)1248

●心配ごと相談　10時～15時

　社会福祉協議会本所　12月₃日㈭　☎(54)4410

● 精神保健福祉相談(要予約)

　11月25日㈬、12月₂日㈬・17日㈭　13時30分～

● エイズ、クラミジア、梅毒、B型・C型肝炎検査(無料・要予約)

　12月14日㈪・21日㈪　13時～14時受付

●配偶者からの暴力に関する相談(要予約)　毎週水曜日

　電話での相談(毎週月～金曜日)　₉時～17時　☎(52)9310

●女性のための健康相談(要予約)

  11月26日㈭　13時30分～15時30分　☎(52)9157

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　₈時30分～16時30分　

法律相談 市民対象 ₉時30分～14時 予約は市民活動推進課 ☎(54)1138
受付は予約日の₈時30分から10人まで ☎(50)1261

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎(52)9161

相談は無料です。安心してお気軽にお電話ください。

☎０４７８－７９－０３７０

円心司法書士事務所 代表司法書士

植野  玄治

円心で親身に
          応対します。
  きっと生活が楽になりますよ。

まぁるいこころ

民事裁判・不動産登記・会社登記・成年後見・相続・遺産分割・遺言・供託・告訴・告発・・・なんでもご相談ください。

秘密
厳守

千葉県香取市北三丁目12番地18 第一北新ビル2階（国道356号線沿い佐原消防署前）

え  ん し  ん

借金に関するご相談は土・日・祝日
電話対応中・毎日夜１2時まで受付

返済でお困りの方へ
一人で苦しまないで！
法律と私はあなたの味方です。

〈広告〉

■
日
時　

11
月
28
日
㈯　

13
時

30
分
～
15
時
30
分︵
開
場
13
時
︶

■
場
所　

県
立
東
部
図
書
館
3

階
研
修
室

■
内
容　
﹁
九
十
九
里
の
文
化
・

文
学
・
町
お
こ
し
﹂
講
師
：
東

京
成
徳
大
学　

鶴
巻
孝
雄
教
授

■
定
員　

70
人
︵
先
着
順
︶

■
入
場
料　

無
料

申
電
話
ま
た
は
直
接
︵
当
日
も

受
付
可
︶
県
立
東
部
図
書
館
へ

 

☎
0
4
7
9

（62）
7
0
7
0

■
日
時　

12
月
13
日
㈰
、
平
成

22
年
1
月
10
日
㈰　

9
時
～
正

午
︵
毎
月
第
2
日
曜
日
︶

■
場
所　

小
見
川
消
防
署
、
佐

原
消
防
署

■
定
員　

各
署
20
人︵
先
着
順
︶

※
3
時
間
の
講
習
会
受
講
者
に

は﹁
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
修
了
証
﹂

を
交
付

申
開
催
月
第
1
日
曜
日
の
17
時

ま
で
に
次
へ

小
見
川
消
防
署
☎

（83）
0
1
1
9

佐
原
消
防
署 

☎
（52）
4
1
1
1

　
﹁
佐
原
の
観
光
と
祭
り
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
﹂
の
写
真
展
を
開

催
し
ま
す
。

　

四
季
を
通
じ
た
自
然
景
観
・

水
郷
・
町
並
み
や
イ
ベ
ン
ト
を

題
材
に
し
た
﹁
観
光
部
門
﹂、

佐
原
の
大
祭
夏
・
秋
祭
り
を
題

材
と
し
た
﹁
祭
り
部
門
﹂
の
入

賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
展
示
場
所

◇
佐
原
中
央
公
民
館
1
階
ロ

ビ
ー　

12
月
5
日
㈯
～
13
日
㈰

10
時
～
17
時

◇
佐
原
町
並
み
交
流
館　

12
月

16
日
㈬
～
23
日
㈷　

10
時
～
17

時※
い
ず
れ
も
休
館
日
を
除
く

問
商
工
観
光
課
☎

（50）
1
2
1
2

水
郷
佐
原
観
光
協
会

 

☎
（52）
6
6
7
5

　

民
俗
芸
能
の
普
及
と
活
性
化

の
た
め
、
毎
年
地
域
を
か
え
て

実
施
さ
れ
て
い
る
﹁
房
総
の
郷

土
芸
能
﹂
が
、
今
年
は
本
市
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
か
ら
は
、
お
ら
ん
だ
楽

隊
︵
扇
島
︶
と
木
内
神
楽
︵
木

内
︶
が
出
演
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

■
入
場
料　

無
料

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
、

車
で
の
来
場
は
乗
り
合
わ
せ
で

お
願
い
し
ま
す

問
生
涯
学
習
課
☎

（50）
1
2
2
4

　
﹁
黒
部
川
を
ふ
る
さ
と
の
川

に
す
る
会
﹂
で
は
、
豊
か
な
自

然
環
境
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
黒

部
川
を
﹁
美
し
く
・
心
が
通
う

ふ
る
さ
と
の
川
﹂
と
し
て
、
次

代
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
黒
部
川
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
︵
河
川
清
掃
︶
を
行
い

ま
す
。

　

清
掃
活
動
を
通
じ
て
、
身
近

な
自
然
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
差
し

上
げ
ま
す
。

■
日
時　

12
月
6
日
㈰　

9
時

～
10
時
30
分
︵
小
雨
決
行
︶

■
集
合
場
所　

く
ろ
べ
運
動
公

園
艇
庫
前

■
参
加
費　

無
料

※
会
で
は
、
会
員
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
年
会
費
は

5
0
0
円
で
す

問
黒
部
川
を
ふ
る
さ
と
の
川
に

す
る
会
︵
小
市
民
課
内
︶

 

☎
（82）
1
1
2
3

　

水
郷
の
里
の
稲
わ
ら
を
使
っ

て
、
正
月
飾
り
の
つ
く
り
方
を

地
元
の
達
人
か
ら
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、
昔
な
が
ら
の
臼
と
杵

を
使
っ
た
も
ち
つ
き
を
体
験

し
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
時
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
6
日
㈰　

9
時

30
分
～
14
時
30
分︵
小
雨
決
行
︶

■
場
所　

本
津
公
民
館
︵
新
島

地
区
︶。
湖
東
小
学
校
駐
車
場

に
集
合

■
定
員　

20
人
︵
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
︶

■
参
加
費　

中
学
生
以
上
1 

5 

0 

0
円
、
小
学
生
1 

0 

0 

0 

円
、
小
学
生
未
満
無
料
︵
昼

食
・
保
険
代
な
ど
含
む
︶　

■
申
込　

11
月
26
日
㈭
︵
必

着
︶
ま
で
に
、代
表
者
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
参

加
人
数
を
記
入
し
、
〒 

2 

8 

7
︲
8 

5 

0 

1
香
取
市
佐
原

ロ
2 

1 

2 

7 

香
取
市
役
所
農

政
課
へ
は
が
き
で
申
し
込
み
。

ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
も
申
し
込
み
可
能

 
 

（54）
2
8
5
5

nosei3@
city.katori.lg.jp

問
農
政
課 

☎
（50）
1
2
5
8

介護移送はプロにお任せ  安心!!  安全!!介護移送はプロにお任せ  安心!!  安全!!

※予約承ります
AM8:00～PM6:00 0120-005-047

◎ご利用料金のご案内 迎車料金➡➡➡

通常の料金 710円
初乗り2㎞

約3,140円
10㎞

約6,200円
20㎞

560円 約2,500円 約4,940円当社の料金

全て無料
介護タクシー ㈱ノン

〈広告〉
火葬
埋葬

〈広告〉

催し

管理栄養士／根本正枝（栗源病院）

❶�鶏は深さのある皿にのせ、塩・酒を
表面にまぶしラップをしてレンジで
中まで火を通す。粗熱がとれたら、
裂いて鶏から出た汁をしみこませて
おく。

❷�小松菜は茹でて3～4㎝の長さに切
る。人参も同じ長さの千切りにして
茹でる。大根はおろして、ザルで軽
く水気をきっておく。なめこも軽く
汁気を切っておく。

❸材料・調味料全て和えて出来上がり。

鶏と青菜のおろし和え
鶏の旨みの利
いたおいしい
和え物です。
春は菜花を
使っても良い
でしょう。

⑯

材料4人分

鶏胸肉……………… 100g
塩…………………… 0.5g
酒…………………… 5cc
小松菜……………… 200g
人参………………… 50g
なめこ水煮缶……… 50g
大根………………… 200g
砂糖…………………… 5g
醤油………………… 25cc
酢…………………… 15cc

95kcal
塩分1.1g1人分

︻
作
り
方
︼

県
立
東
部
図
書
館

文
学
講
座

応
急
手
当

救
命
講
習
会

佐
原
の
観
光
と
祭
り

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
展

黒
部
川
ク
リ
ー
ン

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

房
総
の
郷
土
芸
能

2
0
0
9

正
月
飾
り
つ
く
り
＆

も
ち
つ
き
体
験
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人口と世帯

11月₁日現在
人　口／85,468人（−22）
　　　男42,250人（−10）
　　　女43,218人（−12）
世帯数／29,279戸（＋11）

広報かとりは再生紙を使用しています

今月の納期限

固定資産税 （₄期）

国民健康保険税 （₅期）

介護保険料 （₅期）

11月30日㈪

パパ 知範さん
ママ 彩子さん

お散歩と絵本が大好きで
す♡あなたは家族の宝
物！

新
あら

井
い

 絆
はん

愛
な

ちゃん（谷中）

パパ 仁さん
ママ 聡子さん

乗り物が大好きな元気
いっぱいの我が家のアイ
ドルです♡

諸
しょ

徳
とく

寺
じ

 大
だいすけ

輔くん（神生）

パパ 雅和さん
ママ 友乃さん

いつも元気なわんぱく娘
で～す♡

木
き

内
うち

 結
ゆ め な

萌奈ちゃん（堀之内））

パパ 章さん
ママ 正子さん

お祭り大好き♡
ワッショイ ! ワッショ
イ !

川
かわはら

原 蒼
そ ら

徠くん（岩ヶ崎台）

パパ 邦男さん
ママ 春美さん

電車や働く車がだいすき
です♡ （智哉くん）

 金
かねしろ

城 智
とも

哉
や

くん（右）

　「栗源のふるさといも祭」の日本一
の焼きいも広場入口などには、かわい
いマスコットの看板が設置されていま
す。ピンクのスタッフジャンパーの背
中にもプリントされているこのマス
コットの名前は何でしょうか？

広報かとり11月₁日号出題の解答です。
皆さんわかりました？

　平成₆年に栗源で誕生し
た「くりちゃん」。特産の
さつまいもの中から栗が顔
を出しているかわいいキャ
ラクターです。人気の日本
一の焼きいも広場の入口
で、皆さんの来場をお待ち
しています。他の場所でも
会えるかな。探してみよう。

　今年の「水郷おみがわふるさとまつり」は、「おみがわ
YOSAKOI 2009」と同日開催で、一段と盛り上がりそうで
すが、実は初めて祭りにお目見えし試食ができるおいしそう
なものがあります。さて、それは何でしょうか？

正解は正解は ナマズＡ
　水郷おみがわふるさとま
つりで、から揚げとなって
お目見えしたのは、「アメ
リカナマズ」でした。元々
日本には養殖用として移入
された外来魚ですが、味は
白身でくせがなく、おいし
いとのこと。今後、ナマズ
を使った新しい料理が登場
するかもしれませんね。

くりちゃんB

お散歩しながら飛行機み
つけるのが大好きです♡
 （智咲ちゃん）

金
かねしろ

城 智
ち

咲
さき

ちゃん（左）

（佐原イ）

1歳
9カ月

1歳
9カ月

1歳
9カ月

1歳
9カ月

【市民のひろば】

文芸文芸
　

は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
﹁
俳
句
﹂
ま
た
は
﹁
短
歌
﹂

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

の
の
字
廻
し
威
勢
よ
く
す
る
白
足
袋
に
山
車
の
軋
み
て

人
形
お
ど
る 

土
方　

と
し
子
︵
み
ず
ほ
台
︶

球
根
と
金
盞
花
の
た
ね
調
え
て
鉢
並
べ
た
り
秋
晴
れ
の

庭 

人
見　

羽
津
江
︵
小
見
川
︶

連
れ
合
ひ
の
介
護
を
嬉
々
と
せ
る
ひ
と
に
庭
の
コ
ス
モ

ス
切
り
て
差
し
上
ぐ 

八
角　

厚
子
︵
鳥
羽
︶

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
鏡
に
顔
を
正
し
た
り
九
十
三
歳
の
母

に
会
う
べ
く 

嶋
田　

武
夫
︵
下
飯
田
︶

柿
も
み
じ
舞
う
庭
先
に
声
た
か
く
鯔ぼ

ら

三
匹
を
提
げ
て
友

来
る 

加
藤　

昭
︵
田
部
︶

　

 

香
取
歌
壇 

稲
村　

恒
次
選

抱い
だ

き
し
は
生あ

れ
て
二
十
日
の
曾
孫
な
り
い
た
く
小
さ
き

こ
ぶ
し
を
舐ね

ぶ

る 

高
木　

イ
ト
︵
大
根
︶

評
・
手
に
抱
い
た
小
さ
な
い
の
ち
で
あ
る
。
三
句
切
れ
で
下
の
句

の
、
殊
に
「
小
さ
き
こ
ぶ
し
を
舐
る
」
の
具
体
が
利
い
て
場
面
が

彷
彿
す
る
。
可
愛
く
も
小
さ
な
い
の
ち
の
輝
き
が
、
抱
い
た
折
の

感
触
さ
え
伴
っ
て
感
動
的
で
あ
る
。

　

 

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

残
る
蚊
の
迷
へ
る
声
を
聴
く
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

 

多
田　

た
け
︵
大
倉
︶

評
・
秋
も
深
ま
り
、
気
温
も
下
が
る
と
、
羽
音
が
近
づ
き
な
が
ら

螫さ

す
こ
と
も
な
く
去
っ
て
ゆ
く
こ
と
も
あ
る
。
羽
音
に
身
構
え
た

あ
と
の
気
の
抜
け
た
よ
う
な
空
し
さ
に
、
ふ
と
「
蚊
の
夕
残
」
と

趣
の
あ
わ
れ
を
覚
え
た
作
者
で
あ
る
。

鎌
研
ぎ
て
露
草
の
瑠る

璃り

試
し
刈
り

 

山
本　

美
津
江
︵
阿
玉
台
︶

燈
火
親
し
読
み
初
む
平
家
物
語

 

越
川　

三
朝
︵
府
馬
︶

川
霧
の
渡
船
に
立
て
る
登
校
児

 

嶋
田　

武
夫
︵
下
飯
田
︶

芭
蕉
ら
の
月
見
の
宿
の
根
本
寺

 

根
本　

俊
爾
︵
本
矢
作
︶

秋
晴
れ
や
一
衣
帶
水
遠
筑
波

 

尾
形　

孟
︵
み
ず
ほ
台
︶

1歳
9カ月

1歳
9カ月

香
取
人

か
とり
す
と

File.20

目
標
は
今
の
自
分
を

超
え
る
こ
と

▲日本アマチュアゴルフ
選手権での光吉佑樹選手

光み
つ
よ
し吉　

佑ゆ
う
き樹

さ
ん︵
上
小
堀
︶

▲市長とがっちり握手。
プロテスト合格を報告

19
歳
で
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
。

13
歳
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め
る
。
鹿
島
学
園

高
校
時
代
か
ら
、
数
々
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ

ル
フ
選
手
権
な
ど
に
出
場
し
、
好
成
績
を

収
め
る
。
今
年
5
月
27
・
28
日
に
開
催
さ

れ
た
2
0
0
9
年
度
Ｐ
Ｇ
Ａ
資
格
認
定

プ
ロ
テ
ス
ト
プ
レ
予
選
を
皮
切
り
に
、

1
次
、
2
次
と
勝
ち
進
み
、
9
月
1
日

か
ら
4
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
最
終
プ
ロ

テ
ス
ト
で
は
、
出
場
者
1
3
7
人
中
、

最
年
少
出
場
者
で
あ
り
な
が
ら
、
2
位

と
い
う
輝
か
し
い
成
績
で
プ
ロ
テ
ス
ト

に
合
格
。

目
標
は
今
の
自
分
自
身
を
超
え

て
い
く
こ
と
で
す
。
常
に
向
上

心
を
も
っ
て
、
毎
日
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
将
来
の
夢
は
？

　

日
本
ツ
ア
ー
な
ど
で
、
石
川

遼
選
手
な
ど
の
若
い
選
手
と
一

緒
に
、
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し

て
い
き
た
い
で
す
。

○
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
？

　

両
親
が
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い

た
こ
と
に
影
響
を
受
け
、
中
学

1
年
生
の
時
に
、
自
分
か
ら
や

り
た
い
と
始
め
ま
し
た
。
両
親

は
﹁
や
る
な
ら
が
ん
ば
れ
﹂
と

応
援
し
て
く
れ
、
練
習
な
ど
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

○
ど
の
よ
う
な
練
習
を
？

　

プ
ロ
と
な
っ
た
今
、
仕
事
と

同
じ
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
、

毎
日
6
時
間
か
ら
7
時
間
は
練

習
を
行
い
ま
す
。
午
前
中
は
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
午
後
は
、

市
内
の
ゴ
ル
フ
場
で
練
習
し
て

い
ま
す
。
高
校
時
代
は
、
鹿
島

学
園
で
寮
生
活
だ
っ
た
の
で
、

午
前
中
は
授
業
を
受
け
、
午
後

1
時
か
ら
9
時
こ
ろ
ま
で
練
習

で
し
た
。

○
目
標
の
選
手
は
？

　

特
定
の
方
は
い
ま
せ
ん
が
、

Vol.13

解答編

第25問 第26問

　

今
年
も
元
気
な
百
歳
に
お
会

い
し
て
き
ま
し
た
♪
ま
ち
か
ど

通
信
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
市
内
で
11
人
が
百
歳
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
今

で
も
2
㎞
先
の
床
屋
さ
ん
ま
で

自
転
車
で
行
く
と
い
う
、
と
て

も
百
歳
に
は
見
え
な
い
元
気
な

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
出
会
い
ま
し

た
。
ふ
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

後
ろ
を
見
る
と
表
彰
状
が
。
そ

こ
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

シ
ベ
リ
ア
へ
強
制
抑
留
さ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
た
、
百
歳
を
祝

う
表
彰
状
で
し
た
。

　

当
た
り
前
に
感
じ
て
い
た
平

和
な
日
々
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
お
年
寄
り
た
ち
の
苦
労
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
平
和
な
暮
ら

し
。
改
め
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

︵
Ｙ
︶


